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　１１月１４日（火）～１５日（水）の２日間、

栃木県なす高原自然の家において５年生が宿泊学

習を行いました。標高１０３０ｍの高所に位置す

る同施設周辺には、前日までに降った雪が残って

いる所もありました。しかし、この２日間はとて

もよい天気に恵まれ、大自然の中でオリエンテー

リングやキャンプファイヤー、溶岩カレー作りな

どの楽しい活動を行うことができました。また、

温泉もあるホテルような宿泊施設で、友達と一緒

に過ごした一夜は、忘れられないよい思い出とな

りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 　
　２年生は、算数科「かけ算」の学習の総まとめ

として、かけ算九九の暗唱に取り組んでいます。

まず、それぞれの学級で担任の試験を受けます。

それに合格したら校長室での試験を受け、合格す

ると「くまっこ九九名人」の称号が与えられます。 
　現在、２１名が見事「くまっこ九九名人」の称

号を手にしました。３年生に進級する前に、全員

がくまっこ九九名人となれるよう、がんばってい

きます。 
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～学校運営協議会委員リレーコラム～
 

 　

第６回は、学校運営協議会委員
 

　　　　　　　　和知　恵子　様 です。 

「防災」を忘れずに 
　去る１１月１日に、４年生の防災教育の学び

を参観させていただきました。那須甲子青少年

自然の家の大塚先生より、防災について知る、

住んでいる地域について知る、災害が起きた時

の行動を試してみる等の話や模擬体験の指導が

なされました。また、もし災害があった時に自

分達にできることは何かということを、家族の

中で話し合っておくのが大事であると話されて

いました。 
　子ども達は、西郷村総合防災マップを見なが

ら西郷村にも以前大きな災害があったことを知

りました。そして、グループに分かれて防災の

ためにどうしたらよいかと熱心に話し合いまし

た。どこのグループからも「近所の人」という

ワードが出されていました。その中には、「近所

の人と協力できるよう名前や顔を覚える」とい

うものもあり、これは私たち大人から見本を示

さなくてはと思わされました。 
　今年は関東大震災から１００年目の年で、当

時のことの分析やそこから学ぶこと等が語られ

ています。そのような中、これからの備えにつ

いて書かれた文章を読む機会があり、そこには

「大きな地震等の後は避難所に暮らすことにな

るかも。それが長期化すれば『災害関連死』を

生む恐れあり。そうならないために自宅で生活

できるような準備が大事。自宅の耐震性アップ、

水・食料・簡易トイレの備蓄、より進んでは自

家発電機を」と書かれていました。やはり家ほ

ど安心して暮らせる所はないですものね。 
　私は豪雨で水たまりができただけでもあせる

ので、大災害が起きたらパニックになるだろう

と想像します。あまり寒くならないうちに気に

なる家のメンテナンスや備蓄の点検を行い、防

災を意識して暮らしたいと思います。

 第７回は、須藤　正樹　様（１２月掲載）です。


